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アル コール性肝障害入院患者が断酒を決意 し断酒を継続するプロセ

景山 甚郷､岡本 玲子､折山 早苗

学位論文内容の要旨

表研究は､7Jt,コール性nf.瞳再入院忠帝が,断浦を決意 し,収納を払暁するプロセスを

明らかにし.断酒の故意と勝野の継続を可艇にす る著離支援に-,か て検討することである;

入坑中のアルコール性肝障害思者品名を畑 とし､半構造化析法を行い､7.卜GTAの手法 で

分析 した結果､アル3-ル性脚 家脊入院患者が断酒を決懲 し斬･.'･.ijを宗光統するプロセスは.

け Jt/コ-ルに飲み込まれていった自分を脈りiEる】ことや.【多過飲酒がもたらす不利益

を知る】ことが煉い動機づけとなって 【断酒 し冶原を受ける決心をするlrl･経て断酒 し,

その断酒の案真如 ､ら 【退院後も継寂的な断酒を決倉する】ことで.折油級範の沢悪をより

弛めて,入院中の断酒を相続するプロセスであることが明らかになった,.

署野師･は､ア′レコールに飲み込まれていった日分を観音自身が折 り返ること､および､

多丑飲酒がもたらす不利益をg]覚できるように文針 す一る必菅-rIあることが示唆きれた｡



論文審査の結果の要旨

本研究は.アルコール依11:症がないアルコー/L,性11千陪審患者に対 し.断酒を継

続するプロセスを明 らかに し.断酒の決意 と継紋を可能 にす る看過支援について

検討することを目的としてい る.

入院中のアル コール牡肝障古色者も名 を対食 とし,半締進 化面接を行い,).卜GT̂
の手法で分析 されてい る.

以下の点が評価できる研兜である.

①アル コール性月干陀育患者を対敦 とした柵妃がない こと.

◎ †アJL,.-J-ルに飲み込まれていったCJ分を振 り返 る】ことや, 【多投軟

酒がもたらす不利爺を知る】こと.艮糊の継材.I:.飲酒が もたらす生命の骨か

しが断潜を決意する強い動博になっていたことは潮 知見であること.

⑳紙床現城において,新酒を指導 しても患者 はなかなか断酒ができない

ことが多いが,本研究の知見を生か した絞雀指導を行 うことで.アルコ･-

ル性nf陣営患者の断酒について介入の -一助 となる可能性があること,

以上より本研究は博士愉 丈として郎値 あるもの と胃をめる.


